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1）　カザフ共和国科学アカデミー通報　地質編　1970年2号

　　（H3BecT囲AKa八eMHH　HayK　Ka3axcKo最CCP）

カザフ共和国における地震探査による地殻の研究の成果　（Pe3y茄TaTbl　ce伽MHuecKHx

Hccπe八oBaHH負3eMHo負Kopbl　B　Ka3axcTaHe）；Morozov　M．D．シAbdulin　A。A。，Bekjdanov　G。

R・，KuninN・Ya・，Ivan・vA・P・，p・1－9，説明図表3・文献15．

　1969年初頭までにカザフ共和国内で13，400㎞の深部地震探査屈折法・反射法による探査が行

なわれたが，各地区の深部地震探査の測線密度は一様ではない。もっとも密度の高い測線網が

切られたのは南カザフ地方である。深部反射波断面によって結晶質地殻の上部と下部（基盤）

とをうまく区分することができ，「玄武岩」層面の位置をおおむね決めることができた。そし

て地殻の構造と鉱床生成の特徴との関係が分析されている。

鉱床密集地帯における内生鉱体配列の幾つかの規則性　（HeKoToPble3aKoKoMePHocTH　Pa3’

Me皿eH雌3H八oreHHoro　opy八eHeH湖B　MeTa五JloreH四ecKHx30Hax）；　Kayupov　A．K．，

Rudenko　B．M。，Kaz＆nin　Yu，L，P。10～20，説明図表8，文献24．

　摺曲系中の鉱床生成帯が2種に区分され，うち第1種は構造累層帯とほとんど一致して配列

し，第2種はそれに交叉し，交叉部において同心状の鉱床生成節を形作る。この鉱床生成節の

生成に大きな役割を果すのは，摺曲累層の波状擁曲，地層の剥理，断層帯，擾乱帯，片理，節

理発達帯である。さらにマグマ岩体との関係が述べられている。

　サヤーク鉱床生成域における鉱体賦存位置の地質構造条件について（O　cTpyKTypHbIx　ycπ一

〇B四xπoKaJm3a双HH　opy双eHeH雌B　CaHKcKoM　py双HoM　pa厳oHe）＝　Kulkashev　N。T。，Fomi－

chev　V。1．，P．21－32，説明図表6，文献3．

　サヤーク地区には，スカルン型，電気石一石英脈型，細脈一鉱染型の3種の鉱床があって，

いずれも花闘岩中に賦存する。

　スカルン鉱床田の鉱体は，おもにスカルン化した炭酸塩岩層中の構造弱線に沿って産出する。

金属鉱化作用の強さは構造地質上の位置と破砕構造の発達状況にある程度規制されている。サ

ヤーク向斜一地構翼部に発達するスカルン鉱床は構造弱体沿いまたはそれに交叉してスカルン

中に胚胎され，互いに独立した鉱体を形作り全体として鉱床田を構成する。同時に，背斜性擁

上構造部に胚胎されている鉱床ではスカルン自体が強く変形され，鉱脈・細脈・帯状鉱体・鉱

筒からなる。これは，相互に脈絡をもっている。

　電気石一石英脈の鉱体はおもに形態的に複雑な地質構成部分に胚胎され，花闘岩中の割れ目

に富む部分で富鉱体を作る。

スミルノフスコエ・モリブデン鉱床の構造の幾っかの特徴（HeKoTopHe　oco6eHHocTH　cTpy－

KTypbI　Mo涯K6双eHoBoro　MecTopo以八eHH∬CMHpHoBcKoe）；　Stepanov　V・V・，P・32－41，説明

図表5，文献7．

　カザフ共和国スミルノフスコエ鉱床北鉱区の平行・帯状網状鉱体を例にして，その含鉱石割

れ目の構造の特徴，鉱脈の生成順序を明らかにし，鉱脈の生成に一定の輪廻があることを指摘

している。

5万分の1基盤面地質図の信頼性の評価につv・て（K　oueHKe双ocToBepHocTH　reoπomue一
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cKHx　KapT　HoBepxHoc盟ΦyH八aMeHTa　Mac皿Ta6a1；50ン000）；Goldenberg　Ye・S・，Makedon

V・B・，P・41－49・，表1，文献6．

　縮尺1：50，000の地質図作製に有効な地球物理学的方法を用いる条件として，おもに次のよ

うな要素が考えられる。1）研究目的とする地質系統の露出程度とそれをおおうルーズな累層

の厚さ，2）地質環境の性質と自動車輸送の踏破力。それを考えて，地域区分のタイプと地質

図化作業の各段階ごとに用いられるべき地球物理学的調査法を示した表が掲げられてある。

　そして，地球物理学的なデータによって明らかとなった，ルーズな被覆層の厚さが100m以

下の部分の地質境界の位置の正確さを±200皿と算定している。なお，次号に連載される。

ベトーパクーダラ地方の含鉄珪岩鉱床にっいて　（O　MecTopo凪双eHHH撒e八e3HcTblx　KBapKKToB

BるeT－HaK一双aハe）；　Kryukov　A．S．，Berkaliev　N。A．，Novokhatskii　I。P，，p，50－53．

　ベトーパクーダラ大草原中央部，ジュアントーぺ山において1969年に既知露頭区を調査した際，

含鉄珪岩型の鉄鉱床が発見された。その母岩は始生代変成岩類のポーフィロイド・結晶片岩・

珪岩である。予察データによると，面積30km2の中に縞状含鉄珪岩からなる層状鉱体が21認

められ，全鉱体の平均の厚さは35m，長さ1，900m，平均Fc品位≦4．43％である。本鉱床の推

定鉱量は深さ400mまでで10～15億tと評価される。

各種条件下で生成した交代鉱床産磁鉄鉱の微量元素　（9八eMeHTK－HPHMecH　MarHeTKToB　MeT『

acoMaTH【lecKHx　MecTopo》K双eHK孟，cΦopMHpoBaBHエHxc只B　pa3，π猛uHblx　ycJloBHHx）：　Kryukov

A・S・，Berkaliev　N。A．，Novokhatskii　I。P。，P。54－56，表1，文献9．

　エルタイスク・クルジュンクーリ鉱床生成域の交代鉱床産の磁鉄鉱はどの場合も　Ti・Mg・

Mn・V・Ni・Co・Cu・Znを微量成分として含有してV・るが，比較してみると，微量元素含有量

の多い鉱床群と少ない鉱床群とに分けられる。おそらくこれは前者が後者の場合よりも深い所

でより高温の時に生成したためと解される。前者の磁鉄鉱は輝石一ざくろ石スカルンに，後者

の場合は緑簾石一陽起石一緑泥石交代岩に伴われている。

　これら磁鉄鉱中の微量成分は交代性鉄鉱床の生成条件を示唆する独得な指標となり得るもの

で，地質学的要素とともに，鉱体の成因上の特徴を明らかにするうえで大きな配慮が必要であ

る。

南東カザフ地質区山問盆地中新統の貝形類　（OcTpaKo双bl　MHoUeRoBblx　oTm氷eH曲Me撒r－

oPBblx　BHa双KB　K）ro－BocTouHo且Ka3axcTaHcKo益reoJIoI・HqecKo益npoBHHuHH）：　Kondra－

shkina　O．N．，p。56－60，図1，文献4．

　テケス盆地とカルカリンスク盆地の中新統下部と中部の層序を明らかにし，その中の貝形類

動物群の垂直分布を示す。そして，両盆地の中新統下・上部の共通性と相違性から生成環境を

論ずる。

ジュンガルスキー・アラタウ山脈北斜面における水銀鉱床探査のための地球化学的研究

（FeoxHMHuecKHe　Hcc、πe八oBaHHH　npH　HoHcKax　pTyTHoro　opy八eHeHH月Ha　ceBepHblx　clくJloHax

双兆yHrapcKoro　AmTay）二Muldagaliev　T・G・，Kayutsov　S・K，P・60－63，図1，表2，文献3．

　現在，明らかになってきたジュンガルスキー・アラタウ山脈の水銀鉱床の探査に地球化学的

な方法が適用できる可能性は，かって存在した，同地域の水銀鉱床など地下資源に対する悲観

的な見方を打破ったものと思われる。同地において1964～1968年の間に行なわれた水銀を指示

元素とする地化学探査の結果，幾つかの水銀鉱徴が発見され，とくにサルキンベリの鉱徴につ

いては地質調査に当たって分光分析法が適用できる可詣性を明らかにするため，初成，2次性

元素分散ハローが検討された。そして，その結果にもとづいて水銀鉱床の探査に地化学的な方

法が使用できることを説明している。

石膏と非類質同像混合物（FHHc　H　He且30MoPΦHbIe　HpHMecH）：Martコyanova　RM・，P・64－70，
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図9，文献4．

　5個の大型石膏結晶を用いた研究の結果の報告である。ある条件では同結晶の成長面が溶液

中に存在した機械的混合物の粒子を完全もしくは部分的に排除するか，あるいは完全にとりこ

むことがわかった。

その各現象の原因が結晶面の組合せ，結晶面の成長方向，その垂直成長速度と正接成長速度

との比，混合成分そのものの性質に関係することを説明する。

ヘルシニアン・マグマ作用とバトィスタウ鉱床の成因的関係につv・て（O　reHeT四ecKo益cBH3H

BaTblcTaycKHxMecTopo》K双eH曲crep皿HHcKHMMarMaTK3MoM）：IvanovL』V・，P・71－78，図

2，表2，文献13．

　バトィスタウの稀少金属鉱床・多金属鉱床が5種の貫入岩コンプレックスとどのような関係

にあるかを明らかにした論文。

鉱床中の鉱体の累帯配列，鉱床田中の鉱床の累帯配列が貫入岩類・岩脈類・噴出岩類の配列

と面白い関係を示し，稀少金属の鉱化作用がアクチャタウ・コンプレックスの花南岩と，多金

属鉱化作用が主としてトパラ・コンプレックスの花歯閃緑岩，部分的にはカルドィルミンスキ

ー・コンプレックスの花崩岩と成因的に結びついている。

アタスー地方の鉱泉（mHHep飢bRHe　HcTouHHKH　ATacy）：Pjaparkhanov　S．Dj．，Kun鋤baev

S・B・，TenenbaumLYa・，P・78－79，表2．

　中部カザフ地方アタスー工業地帯が固体有用鉱物だけでなく，地下水にも富むことが水理地

質学的な研究によって明らかとなり，その中には各種の目的に供し得る鉱泉も含まれている。

本論文は，とくにクィーンスク鉱泉とカラジャリ鉱泉の水理地質学的条件と利用問題を説き，

試錐のデータ，化学分析結果などから将来の有効利用に関する問題を提起している。

プリバルハシ地区微脈一鉱染銅鉱に対する探査の方向について　（K　Hanpa田eHH田HOHCKOB

Hpo凪H∬KoBo－BKpan五eHHHx　Me双Hblx　py双B　npH6a涯xa皿be）；VolobuevV・1・，P・80－81，文献8．

　2次性珪岩に関係あるコウンラード型新鉱床を発見するために銅鉱の探査が続けられている

が，とくにタイプの異なるプリバルハシ地方の銅鉱の探査に注目し，今後の見通しについて述

べる。

2）　LYa・Rusakov編：「ソ連沿海・内海の構造地質と石油埋蔵性　（TeKToHHKa　H　HeΦTera－

　30HocHocTb　oKPaBHHHx　H　BHyTpeHHux　MoP磁CCCP）」三ソ連外国地質研所，1970，301

　p。図105フ表8，文献417，B5版．

　　　　　　　　　　　　　　目　次
ノ芋　　（L．E．Levin）

　第1部　沿海・内海における石油・天然ガス埋蔵性の相対的評価問題の現状

　第1章　世界の現世海盆における推定石油・天然ガス埋蔵性の根拠に関する理論的諸問題

　第2章　世界の海洋における石油・天然ガス調査・探鉱事業

　第2部　ソ連沿海・内海の構造地質と石油・天然ガス埋蔵性の展望

　第3章　極東の海盆群

　第4章　南方の海盆群

　第5章バルチック海

　第6章　北極海々盆群
　第3部　ソ連沿海・内海々盆における石油・天然ガス開発の方途

　第7章　ソ連沿海・内海々盆における石油・天然ガス埋蔵性の見通しの比較分析

　第8章　石油・天然ガスに対する海洋地質・地球物理調査作業の合理的綜合

　むすび
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本著は，ソ連の沿海と内海における石油と天然ガスの開発という問題についてまとめた最初

の労作である。世界の海の海盆系における石油埋蔵性の推定根拠についての理論的な間題や大

陸棚における石油と天然ガスの探鉱作業の結果が述べられているが，その基礎データとしては

1968年にアラル海・バルチック海・黒海・カスピ海・オホーツク海・目本海などで行なわれた

地質学および地球物理学的な調査研究の結果をまとめたものや，それらの海に接する陸上での

構造地質・層位などの研究結果が用いられており，とくに日本海・オホーツク海に関するデー

タやその石油埋蔵の展望は理論的にも実用的にも興味深い展開がなされている。

3）D・A・Velikos1翫vinskii編l　r広域変成作用と変成源鉱床（PerKoHa筋HH益MeTaMoPΦH3M

　H　MeTaMoPΦoreHHoe　py双oo6pa30BaHHe）」；1970，307P，図92，表27，B5版。（Nikolai

　Georgievich　Sudovikov記念論文集）ナウカ出版所，レニングラード（露文）

　　　　　　　　　　　　　目　次
N・G・Sudovikovの科学研究活動

A・A・Marakushev：鉄馨ざくろ石の安定領域とその共生関係

s・P・Korikovskii；各種深度の変成岩中における十字石の安定領域と共生関係

1・S・Sedova，N・V・Kotov；造進および低下広域変成作用による岩石変形過程での花樹片麻岩・

花嶺岩類のカリ長石の相転移

A・N。Kazakov：変成累帯の起源に関する問題につV’て

G・M・Drugova，V。A．Glebovitskii：造山作用の発展とダイアフトレシス（diaphthoresis）の関係

V・Ya・Khrtova，A・A．Saverev：正角閃岩と准角閃岩の区分法について

Yu．Ir．Polovinkina：変成岩層系は実在するか？

珂・Giter：東ピレネー山脈古生層・先カンブリア紀層のヘルシニアン広域変性作用に関する問

　題について

B・V・Petrov，V・A。Makrygina：パトムスコエ高原における造進累帯変成作用

N・1・Pinaeva；北部カレリア地方含黄鉄鉱鉱体岩系の岩石中における稀有な共生関係

GM・Dmgova，KS・Taldykina；コラ系片麻岩の変状斑晶圧砕岩化作用と高温ダイアフトレシ

　ス

M　M・Stenarン，O．1．Volodichev：白海西部地域の残留粒状岩広域変成相に関する問題について

M・D・Kryl・va，：K．D。B・risova；角閃岩変成相と粒状岩変成相の混生岩累層における超変成過

　程

1・N・Kryl・V；プリバイカル地方南西部始生代累層における花闇岩化作用の構造支配

G・V・Itsikson；変成過程におけるカリウムとナトリウムの結晶化学的分別作用とその鉱床成因

　論上の意義

V・G・Kushev＝含鉄珪岩系岩層の共生関係解析とアルカリ交代岩の成因問題

M・Ye・Sarye，D・A。Mineyev：金雲母一透輝石岩と鉱床規制帯における稀土類元素の分布規則

　性

D・A。Mikhail・v，D。A。Mineyev；アルダン地方透輝石交代岩の副成鉱物中におけるランタン族

　の配列

D・A・Velikoslavinskii，Yu。M。Sokolov，V。A。Glebovitskii：先カンブリア紀鉱床成因論の諸問

　題

V・S・Domarev：先カンブリア紀鉱床成因論の幾つかの特徴

V・A．Buryak；変成源鉱床の幾つかの特徴

VA　Glebovitskii，S・1・Turchenko：バルチック楯状地原生代活動帯における鉱床成因論上の諸

　問題

V。Mamo；造鉱成分の源となり得る古期瀕泥
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YuM。S・kolov，VM。Tayevskih変成源白雲母ペグマタイト生成区の成因的型式

4）　白ロシア共和国科学アカデミー報告（双o瑚a八H　AKa八eMHH　HayKBCCP）；1970，14巻

　　6号，90p，B5版（露文）

　地質学；

V．F。Krasovskii，K。1．Lukashev：白ロシア共和国内の地質層系統中における鉱化期（∂noxH

M班Hepa，πH3aUHH　B　reo丑orHuecKHxΦopMaUH兄x　TepPHTopHH　Be，πopyccHH）；P．545－548．

　白ロシアにおける地質構造の特徴と地質系統中における鉱石鉱物，副成鉱物の配列から鉱化

期を求め，かつ鉄・銅・ニッケル・金・ダイヤモンド・稀少元素・多金属などの鉱床のポテン

シャルを推論している。

V・A・LaPut’：プリピャチ盆地デボン系中における白雲岩堆積の問題について　（K　Bonpocy

HaKoH・πeHHH双o，πoMHTa　B八eBoHcKKx　oT汀o〉KeHHHx　np班nHTcKo負BHa双HHbI）3p．549－551．

　表記の白雲岩の沈殿過程を推論した論文。粘土および苦灰岩中の白雲岩がマグネシウムの硫

酸塩・水酸化炭酸塩（地表永が海盆に運んだもの）とカルシウム炭酸塩との相互反応で生じた

ものと述べている。

B・N・Gurskii，：R・1・Levitskaya；白ロシア共和国の先第四紀地形の基本形態と縁辺形態の関係

（CooTHo皿leHHe　KpaeBblx　o6a30BaHH益H　ocHoBHblx　ΦopM　双oqeTBepTHuHoro　pe，πbeΦa　Ha

TepuTopuHBeJlopyccHK）3P，552－553．

　著者は白ロシアの先第四紀地形図を作製して，第四紀と現在の基本地形々態との関係を解析

し，r層位学と古地形学の問題の解決のために」幾つかの提案を行なっている。

　地球化学＝

P・G・A1’tshler，A。P。Lavrov；地下資源の水理地質学的埋蔵性に関するナトリウムー臭素係数と

水理化学指数につV・て（O　HaTpH茸一6poMRoM　Ko9ΦΦH叩eHTe　H　r肌poxHM肥cKoMHoKa3aTe諏e

rH双PoI’eoJlorH｛｛eclくo藍3aKpbITocTK　HeAp）．5p．554－557．

　水理化学的なナトリウムー臭素係数の根拠と地下水の変質度を評価するためのその意味を説

明した論文。

　この係数は変質係数とすることができ，石油・天然ガス集積体が生成する際の流体の運動方

向を止示す移動係数とも考えられる。

　さらにナトリウムー臭素係数と含水層賦存深度との比としてドーム構造の水理化学指数を推

論し，その値が小さいとドーム構造を，大きいと開放構造を示すことと、なり，プリピャチ盆地

の揚合の石油埋蔵性は非常に大きいこととなる。

5）　ソ連科学アカデミー限石委員会：r隈石学」；第24冊，1969，184P，A5版

　ソ連内外の限石学者が限石・限鉄・宇宙塵などについて書いた26篇の研究論文からなる論文

集（すべて露文）

　その著者名と論文テーマは次のとおり。

V・G・Fesenk・v；「地球をとりまく宇宙雲の光学法による研究について（030HAHpoBaH照Koc－

　M四ecKoroo6πaKaBoKpyr3eM朋oHT四ecKHMMeTo八oM）」；，P．3～8，図4，表3，文献8．

A・K・Lavrukhina；r太陽系物質中のクセノン同位元素の核反応（鋤epHbIe　peaKK四HyK汀eo－

　reHe3ucaH30TonoB　KceHoHa　B　Be皿ecTBe　co涯HeuHo負cKcTeMH）」3p。9－29，図15，表6，

　文献75．

A・A・Y＆vne1’，M・1。D’y独onova：r球穎限石中の金属鉄および第一酸化鉄の算定に関する問題

　につv・て（KBoHpocy　o60Hpe八e」IeHHHMeTa刀五HuecKoro　H3aKIlcHoro》Ke」Ie3aB　KoH八．

　PHTax）」；P。30－35，図1，文献12．

O・A・Kirova，M・1・D’yakonova：「オデッサ限石（KaMeHHL磁MeTeopHT　OAecca）」3P．36一
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　47，図14，表1，文献14．

0・K・Ivanov：「北コルチム球穎限石（Xo瓢pHT　CeBepHbl負Ko朋KM）」l　P，48－56，図8，文

　献6．

Dim・Dim・v（ブルガリア）　：rグモシュニーク限石の形態と物質組成　（瓢oPΦo涯orHH　K

　Be瓜ecTBeHHb揃cocTaBMeTeoPHTaFyMo皿HHK）」；P・57－67，図8，表4，文献10．

LG・Kvasha，V・D・Kolomenskii，LA・Budンko：rサンタカタリナ唄鉄の含ニッケル鉄と硫化物

　の構造（CTpyKTypa　HHKe朋cToro氷eπe3a　K　cy筋ΦH八MeTeopHTa　Santa　Catharina）」l　P・

　68－75，図8，表2，文献13．

V・F・Alyavdim　「ブルガブリ限鉄（》Keπe3HbI藍MeTeo－peT　BypraB刀H）」；P．76－90，図12，

　表2，文献13．

V．Ya』Kharitonova；rソ連科学アカデミー隈石委員会コレクションのカーンデ，カルゴパリ

　エ，ディミット，チコ，ニュー・アルメロ各球穎限石の化学組成　（XHMHqeCKH遊cOCTaB

　xoH双pHToB　KaaH八e，Kapronaπbe，Dimmitt，Chico　H　NewAlmeloH3Ko五πeK双四KoMKTeTa

　HoMeTeopHTaMAHCCCP）」lp．91－93，表1，文献14．

V・A・Vasi1’yev：rマスケリン石のX線的研究とアンドロニシュキス限石の新化学分析（PeHT－

　reHoMeTPHuecKoe　Hcc汀e八oBaHHe　MacKe・πH猛玖Ta　H　HoBbm　xHMHHecK賑K　aHaJIH3MeTeoPHTa

　AHπpoHH田KHc）」lp．94－100，図4，表3．

M・1・D’yakonova；「限石中のアルミナと二酸化チタンの含有量（Co八ep凪aRHe　MHHo3eMa　K

　八ByoKHc班丁置aHaBKaMeHKHx巫eTeoPHTax）」IP・101－103，表1，文献12．

G・P・Vdovykin；「2・3の鉱物一限石の微硬度　（瓢HKpoTBepAocTb　HeKoTopHx　MHHeP飢oB

　－MeTeoPHToB）」3P・104－109，図2，表2，文献7．

A。S，Shur，N．T．Yerkina，1。A。Yudin＝「限鉄の超微孔隙と微孔隙（y恥TPa畷MKKPonoPHcT－

　ocTb以e涯e3HblxMeTeo餌ToB）」lp。110－115，図7，表2，文献3，

Ye・G・Gus’kova：「ソ連コレクションの限石の磁性（巫arHKTHble　cBo伽TBa　MeTeopHToB　He－

　KoToPbIxKo朋eK賦励CoBeTcKoroCom3a）」IP・116－127，図12，表3，文献9．

：K．N。Alekseeva，Ye。G。Gus’kova；「月面・限石・テクタイトの電磁気パラメータの特徴

　（CPaB正｛HTe・πbHaH　xapaKTepHcTHKa　HapaMeTpoB，πyKHo茸noBepxHocTH，MeTeoPHToB　H　Te－

　KT肛oB）」三P・128－131，図2，表3，文献4．

LA．Yud圭n：「人工宇宙塵の研究（Hcc五e八oBaHHe　HcKyccTBeHHo藪MeTeopH磁∬bl汀H（IHapH－

　KoB）」三p．132－141，図14，文献IL

K・：N・Alekseev飢　rチェコスロバキアとインドシナのテクタイトの物理的パラメータ（ΦH3Hq－

　ecKHe　HaPaMeTPbl　HeKoToPblx　TeKTHToB　qexoc，πoBaKHH　HレIH双oKHTaH）」；p。142－145，

　表1，文献6．

V・G・Kashkarov＆，L・L』Kashkarov：「テクタイトと黒曜岩の熱螢光性（TepMoπK）MHHecUeHU雌

　TeKTHToBKo6c取HaHoB）」lp・146－151，図5，表1，文献20．

V・L　Tsvetkov；「セイムチャン限鉄の発見につv・て　（O　Haxo双Ke撒e双e3Horo　MeTeopHTa

　Ce茸MHaH）」；p．152－153，図1．

A・A・Yavnen’＝「ツビール限石とアバカン限石につv・て（OMeTeopHTaxTy6K涯HA6aKaH）」

　lP・154－156，表1，文献6．

A・N・Simonenk・；r限石の輻射点および軌道に関する公表データの訂正（HcHpaB肥HHe　oHy－

　6朋KoBaHHblx八aHHHxopaAHaHTaxHop6HTaxMeTeopHToB）」lp．157－159，表1，文
　献17．

1・A・Daube；「19世紀におけるラトビアの限石の研究（Hcc配八oBaHHe　MeTeopKTo　JlaTBHH

　B　XIX　BeKe）」3P。160－162，文献24．

1・Klassen：「オーストラリアにおける限石の新発見物に対する考察（Coo6pa撒eHHH　BcB冊H　c
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　HoB磁HaxoAK磁MeTeopHTaBABcTp聞班H〉」lp。163－165，表1，文献8．

1．A．Yudin：「中部ウラル中生層中における限石の残存構造につV・て　（O　pe丑HKToBblx　cTpy－

　KTyPax　KaMeHHblx　MeTeopHToB　B　oTみo》KeH翼月x　Me3030只Cpe双Hero　ypaπa）」；p．166－169

　図5，文献7．

LT・Zotkin：「ツングース限石による異常発光（AHoM鋤bHHe　cyMepKH，c舶3aHHble　c　TyHr－

　yccKHM　MeTeoPHToM）」；P・170－176，図8，文献24。

V・A・VasiFev；「リトアニア共和国コレクションの限石目録（KaT飢orMeTeopHToBKoππeK－

　UH敢JI盟ToBcKo茸CCP）」；p・177－179．
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